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		ナビゲーションに移動
		検索に移動
		このページは検証済みです

暴虐を憤り、公廳衆人の前に、『我女よ、斯くして汝を救はん』と叫びて、其女を刺殺したる後、羅馬を去り、遂に兵を擧げ、都市を攻めて、十大憲政治を轉覆し、クローヂアスを捕へて之を殺せり。（マコレー卿『羅馬古歌』を見よ）








註（二）　パーペチユア（Perpetua）は羅馬の基督敎徒婦人なりき。迫害に逢ひ、敎に殉じて、鬪伎場（アレナ）裡、牡牛の爲に肢體を劈かるゝや、氣息將に絕せんとして、尙ほ弊衣を取りて、其膚を被ひたりと傳ふ。









註（三）　コルネリア（Vestal Cornelia）は羅馬ヴエスタの宮に奉仕する
童貞（ヴエスタル）なりき。曾て大禁を犯して、生埋の刑に處せらる。其の穴を下るに當り、衣の一端地に觸れて、肌を露したり。守兵因つて之を蔽はんとしたれど、コルネリア辭するに、男子の爲に肌を蔽はるゝは、女子の耻づる所なりと云ひ、徐に其衣を正したる後、從容として死に就きたり。









註（四）　ダモンとピシアスと（Damon and Pythias）は、共にシラキユース市の靑年にして、膠漆の交をなせり。ダモン曾て罪あり、暴君ダイオニシ
















「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:Bushido.pdf/239&oldid=191449」から取得


		カテゴリ: 	検証済




	





	案内メニュー

	
		

	
		個人用ツール
	

	
		
			ログインしていません
	トーク
	投稿記録
	アカウント作成
	ログイン


		
	



		
			

	
		名前空間
	

	
		
			前のページ
	次のページ
	ページ
	議論
	画像
	目録


		
	



			

	
	
		日本語
	
	
		
		

		
	



		

		
			

	
		表示
	

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	



			

	
	
		その他
	
	
		
		

		
	



			

	検索

	
		
			
			
			
			
		

	




		

	

	

	
		
	

	

	
		案内
	

	
		
			メインページ
	井戸端
	最近の更新
	おまかせ表示
	ヘルプ
	寄付


		
	



	

	
		ツール
	

	
		
			リンク元
	関連ページの更新状況
	ファイルをアップロード
	特別ページ
	この版への固定リンク
	ページ情報
	このページを引用
	短縮URLを取得する
	QRコードをダウンロード


		
	




	
		印刷/書き出し
	

	
		
			印刷用バージョン
	EPUBをダウンロード
	MOBIをダウンロード
	PDFをダウンロード
	その他のファイル形式


		
	



	

	
		他言語版
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